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越
川 

奏
一 

認
定
ガ
イ
ド
を
目
指
す
人
の

た
め
の
模
擬
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が

６
月
27
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
ツ
ア
ー

が
出
来
な
い
状
況
に
な
っ
た
た

め
、
認
定
ガ
イ
ド
に
な
る
た
め
の

条
件
で
あ
る
「
実
際
の
ジ
オ
ガ
イ

ド
現
場
の
見
学
等
に
よ
り
ガ
イ

ド
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
」
が

出
来
な
い
状
態
で
し
た
。
そ
こ
で
、

こ
の
基
準
を
達
成
す
る
た
め
に

認
定
ガ
イ
ド
を
目
指
す
対
象
者

が
参
加
で
き
る
機
会
を
特
別
に

設
け
模
擬
ツ
ア
ー
の
開
催
と
な

っ
た
の
で
す
。
今
回
の
受
講
生
は

５
名
で
し
た
。 

８
時
45
分
に
地
球
の
丸
く
見

え
る
丘
展
望
館
入
口
に
集
合
し
、

推
進
協
議
会
事
務
局
の
岩
本
専

門
員
よ
り
ガ
イ
ド
す
る
時
の
心

構
え
な
ど
の
話
が
あ
り
知
識
の

押
し
売
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
る
こ
と
や
、
時
間
を
守

る
こ
と
な
ど
実
際
に
ガ
イ
ド
す

る
時
の
注
意
点
の
指
導
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

愛
宕
山
エ
リ
ア
で
の
ガ
イ
ド

役
は
、
小
玉
さ
ん
、
パ
ネ
ル
係
を

向
後
さ
ん
、
時
間
係
は
越
川
が
担

当
し
ま
し
た
。
時
間
係
は
ガ
イ
ド

さ
ん
が
ガ
イ
ド
に
熱
中
し
て
時

間
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
お
客
様

の
後
方
に
立
ち
経
過
時
間
の
パ

ネ
ル
や
終
了
予
定
５
分
前
、
終
了

時
間
の
パ
ネ
ル
を
さ
り
げ
な
く

表
示
し
て
ガ
イ
ド
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
役
目
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
ガ
イ
ド
す
る

と
き
の
優
し
い
心
遣
い
を
知
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
後
、

犬
吠
埼
で
は
伊
藤
さ
ん
、
屛
風
ケ

浦
で
は
川
原
さ
ん
が
ガ
イ
ド
役

と
な
り
有
意
義
な
体
験
と
と
も

に
模
擬
ツ
ア
ー
は
終
了
し
ま
し

た
。 

 

石
嶋 

博
行 

６
月
27
日
（
土
）
天
候
曇
り
の

中
、
事
務
局
企
画
に
よ
り
、
半
日

ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
、
参
加
者

13
名
の
内
、
認
定
ガ
イ
ド
を
目

指
す
人
は
５
人
で
し
た
。 

現
地
観
察
と
解
説
の
場
所
は
、

銚
子
を
代
表
す
る
三
地
点
、
地
球

が
丸
く
見
え
る
丘
展
望
館
屋
上

デ
ッ
キ
、犬
吠
埼
、屏
風
ケ
浦
で
、

ガ
イ
ド
役
は
、
小
玉
さ
ん
、
伊
藤

さ
ん
、
川
原
さ
ん
で
し
た
。 

 

展
望
館
入
口
で
、
ガ
イ
ド
へ
の

お
願
い
が
あ
り
、
①
目
の
前
の
風

景
を
楽
し
ん
で
も
ら
う 

②
時

間
を
守
る 

③
人
・
表
情
を
み
て

ニ
ー
ズ
に
答
え
る 

④
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
ス
ト
ー
リ
ー
と
の
関
連

性
を
楽
し
く
話
す
等
、
ガ
イ
ド
の

心
構
え
を
事
務
局
の
お
二
人
か

ら
、
丁
寧
な
説
明
を
う
け
ま
し
た
。  

屋
上
デ
ッ
キ
で
は
、
銚
子
半
島

沖
の
日
本
海
溝
と
黒
潮
、
下
総
台

地
が
屏
風
ケ
浦
ま
で
連
続
す
る

地
形
、
大
陸
か
ら
一
番
旅
し

た
銚
子
に
つ
い
て
の
解
説

が
新
鮮
で
し
た
。 

 

犬
吠
埼
で
は
、
船
舶
・
飛

行
機
の
航
路
変
更
点
が
犬

吠
埼
の
沖
合
や
上
空
で
あ

る
と
い
う
ガ
イ
ド
が
新
鮮

で
し
た
。
浅
海
堆
積
物
中
の

「
ワ
ニ
の
目
」
に
初
め
て
案

内
さ
れ
、
自
然
の
力
に
感
動

し
ま
し
た
。 

 

屏
風
ケ
浦
で
は
、
海
食
崖

の
で
き
方
、
酸
素
同
位
体
比
曲

線
図
で
の
氷
河
性
海
面
変
動
の

説
明
の
難
し
さ
を
知
り
、
新
第

三
紀
と
第
四
紀
の
境
界
の
あ
る

縞
々
地
層
を
ど
う
解
説
す
る
の

か
を
考
え
ま
し
た
。 

向
後 

和
子 

梅
雨
が
ま
だ
明
け
ぬ
７
月

25
日
、
推
進
協
議
会
事
務
局
の

呼
び
か
け
で
、
市
民
の
会
が
参
加

し
、
総
勢
16
名
が
名
洗
ガ
―
ネ

ッ
ト
層
観
察
地
点
の
草
刈
り
を

行
い
ま
し
た
。
私
が
着
い
た
朝
９

時
に
は
、
推
進
協
議
会
事
務
局
の

小
川
さ
ん
、
岩
本
さ
ん
、
市
民
の

会
の
工
藤
さ
ん
ほ
か
大
勢
の
方

が
、
す
で
に
汗
を
流
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

  

屏
風
ケ
浦
は
時
に
は
富
士
山

と
コ
ラ
ボ
し
、
そ
の
昔
、
銚
子
観

光
の
最
終
地
点
と
し
て
、
浮
世

絵
に
も
描
か
れ
ま
し
た
。
東
洋

の
ド
ー
バ
ー
と
も
い
わ
れ
る
、

雄
大
で
美
し
い
地
層
を
表
す
こ

の
屏
風
ケ
浦
は
、
理
科
の
教
科
書

に
も
載
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、近
年
、消
波
堤
設
置
に
よ
り
、

そ
の
身
を
削
る
こ
と
は
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
と
こ
ろ
処
、
草
木

が
繁
る
の
が
見
ら
れ
ま
す
。 

 

名
勝
、
天
然
記
念
物
と
指
定
さ

れ
た
こ
の
屏
風
ケ
浦
を
後
世
に

残
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
を
、

こ
の
日
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か

ら
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。  

 
 

 

銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク 

認
定
ガ
イ
ド
養
成
講
座 

 
『
ガ
イ
ド
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
』
を
受
講
し
て 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名
勝
・
天
然
記
念
物  

屏
風
ケ
浦
崖
下
の
草
刈
り 

令
和
２
年
度 

銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク
講
座
が 

開
催
さ
れ
ま
す
！  

 
 
 
 
 
 

（
編
集
部
） 

９
月
５
日
（
土
）（
午
前
９
時

15
分
か
ら
）
か
ら
26
日
（
土
）

ま
で
の
毎
週
土
曜
日
に
勤
労
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
銚

子
ジ
オ
パ
ー
ク
講
座
（
銚
子
ジ

オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
講
座
は

今
年
で
５
回
目
と
な
り
、
「
大

地
」「
自
然
」「
人
の
く
ら
し
」
と

こ
れ
ら
の
繋
が
り
を
テ
ー
マ
と

し
、
銚
子
の
大
地
の
秘
密
、
銚
子

の
海
に
生
き
物
や
食
、
観
光
な

ど
様
々
な
分
野
の
先
生
方
を
お

招
き
し
お
話
を
伺
い
、
よ
り
深

く
銚
子
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
に
な
る
か
と
思
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
銚
子
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
協
議
会
事
務
局
（
電
話

0479-21-6667

）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 


